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昭
和
二
十
年
十
月
十
五
日
、
当
時
私
は
南
京
の
揚
子
江
岸
の

捕
虜
収
容
所
に
日
本
軍
の
一
捕
虜
と
し
て
、
何
時
祖
国
に
帰
還

出
来
る
か
、
不
安
と
空
腹
の
収
容
所
生
活
で
あ
り
ま
し
た
。
南

京
市
街
の
た
れ
幕
に
「
解
放
八
年
的
苦
痛
開
放
完
了
蒋
主
席
万

歳
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

当
時
中
国
国
民
は
歓
喜
に
満
ち
■
れ
て
い
た
感
が
す
る
。
蒋

総
統
は
南
京
帰
還
第
一
声
に
、

「
中
国
大
陸
二
百
万
の
日
本
将
兵
に
告
ぐ
、
貴
方
達
の
生
命

財
産
と
日
本
帰
還
は
、
私
が
保
証
す
る
。
速
や
か
に
日
本
へ
帰

還
し
て
復
興
に
努
力
し
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
も
の
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
聖
人
孔
子
の
思
想
、

忠
恕
と
仁
の
精
神
を
も
っ
て
、

「
仁
は
人
を
愛
す
る
。
徳
を
以
っ
て
恨
み
に
報
ゆ
る
。

」

蒋
介
石
総
統
は
こ
の
思
想
に
よ
り
我
々
を
遇
し
た
の
で
あ
る

と
、
今
も
肝
に
銘
じ
て
い
ま
す
。

私
は
、
同
時
に
昭
和
十
七
年
十
二
月
、
現
役
兵
と
し
て
入
隊

し
、
第
百
十
六
師
団
（
嵐
兵
団
）
第
百
二
十
連
隊
で
の
教
育
訓

練
・
戦
闘
・
転
属
・
捕
虜
・
復
員
ま
で
の
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
。

当
時
、

一
兵
卒
で
上
層
部
の
作
戦
の
詳
し
い
こ
と
は
知
ら
ず
、

た
だ
命
令
に
服
従
し
、
無
我
夢
中
で
戦
い
、
九
死
に
一
生
を
得

て
無
事
帰
還
出
来
た
こ
と
を
感
謝
し
、
回
想
し
な
が
ら
断
片
的



で
は
あ
る
が
後
世
に
語
り
残
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
現
役
入
隊
と
現
地
で
の
初
年
兵
教
育
の
様
子
は
如
何
で
し

た
か
。

敦
賀
の
中
部
第
三
十
六
部
隊
に
十
二
月
十
日
入
隊
、
二
十
二

日
未
明
、
敦
賀
駅
か
ら
軍
用
列
車
に
乗
る
。
一
体
何
処
へ
行
く

の
か
皆
目
わ
か
ら
な
い
。
や
っ
と
着
い
た
所
が
下
関
で
、
駅
近

く
の
波
止
場
か
ら
い
よ
い
よ
乗
船
で
あ
る
。
一
体
こ
の
船
は
何

処
へ
行
く
の
だ
ろ
う
か
、
内
心
不
安
が
一
杯
で
あ
っ
た
の
で
小

声
で
船
内
食
堂
の
コ
ッ
ク
に
聞
く
と
、
い
と
も
簡
単
に
「
朝
鮮

の
釜
山
ま
で
」
と
応
え
て
く
れ
皆
は
ホ
ッ
と
し
た
様
子
だ
っ
た
。

船
で
釜
山
へ
、
岸
壁
の
桟
橋
の
所
か
ら
大
き
な
列
車
に
乗
車

し
て
も
何
処
ま
で
行
く
か
誰
一
人
も
知
ら
な
い
。

広
野
を
走
る
、

地
平
線
に
牧
羊
群
が
見
え
る
、
ま
さ
に
大
陸
の
感
じ
で
あ
っ
た
。

何
処
か
知
ら
ぬ
が
、
大
き
な
ホ
ー
ム
に
入
る
と
、
所
々
に
箱
が

置
い
て
あ
り
、
飯
上
げ
の
高
梁
飯
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。
列

車
が
入
る
と
、
大
陸
特
有
の
砂
塵
が
舞
い
、
そ
れ
が
高
梁
飯
に

混
る
。
空
腹
の
せ
い
か
皆
飛
び
付
い
て
食
べ
る
。
今
考
え
て
み

る
と
不
思
議
な
感
じ
が
す
る
が
、
諺
に
「
猫
と
人
間
は
賛
沢
を

覚
え
た
ら
止
め
に
く
い
」

。
今
の
世
代
は
物
の
有
難
さ
が
わ
か

ら
ぬ
世
相
と
な
っ
て
い
る
。

何
時
の
間
に
か
奉
天
駅
に
着
く
。（
列
車
歩
■
は
も
う
防
寒

具
に
身
を
固
め
て
い
る
。
実
に
寒
い
国
で
あ
る
。

）
朝
鮮
、
満

州
を
越
え
た
よ
う
で
列
車
が
止
ま
っ
た
ら

「
天
津
・
テ
イ
エ
ン
チ
ン
」

と
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
声
で
あ
る
。

敦
賀
を
出
発
し
て
も
う
六
日
に
な
る
。
足
は
む
く
れ
編
上
靴

に
足
が
入
ら
な
い
。
我
々
初
年
兵
を
敦
賀
ま
で
受
領
に
来
た
下

士
官
が
言
う
、

「
軍
隊
と
い
う
所
は
靴
に
足
を
合
わ
せ
る
処
だ
。

」

そ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
も
足
が
入
ら
な
い
。「
何
と
不
合
理

な
訳
の
わ
か
ら
ぬ
無
茶
な
こ
と
を
」
と
反
発
を
感
じ
る
。

終
着
駅
は
浦
口
。
対
岸
の
南
京
に
渡
り
、
揚
子
江
を
溯
り
安

慶
着
。
作
戦
帰
り
の
古
年
兵
と
再
度
乗
船
。
古
年
兵
と
馬
は
船

内
、
初
年
兵
は
甲
板
で
あ
る
。
十
八
年
一
月
、
安
慶
の
冬
も
日

本
の
北
陸
と
変
わ
ら
ぬ
寒
さ
で
あ
る
。

出
航
す
る
と
寒
さ
が
身
に
し
み
る
。
昼
食
の
飯
も
お
か
ず
も

凍
っ
て
箸
も
た
た
ず
、
ホ
ー
ク
も
曲
が
っ
て
し
ま
う
。
半
日
の

航
行
だ
が
骨
の
髄
ま
で
冷
え
き
る
。



着
岸
し
た
所
が
連
隊
本
部
の
あ
る
池
州
で
あ
る
。
岡
田
中
隊

は
我
々
初
年
兵
を
入
れ
て
、
二
百
名
位
で
あ
る
。
最
初
に
言
わ

れ
た
こ
と
は
、

「
中
隊
長
は
お
父
さ
ん
、
准
尉
は
お
母
さ
ん
で
あ
る
。
古
兵

は
兄
だ
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
先
ず
お
母
さ
ん
に
相
談
せ

よ
」
で
あ
っ
た
。

初
年
兵
は
一
・
二
班
に
各
二
十
名
。
い
よ
い
よ
兵
舎
で
の
初

年
兵
教
育
が
始
ま
っ
た
。
起
床
六
時
、
消
燈
二
十
一
時
ま
で
の

日
課
で
、
其
の
間
初
年
兵
は
一
分
と
休
む
時
間
は
な
い
。
起
床

と
同
時
に
厩
、（
ウ
マ
ヤ
）
に
走
り
馬
の
寝
藁
を
出
し
て
馬
の
手

入
れ
、
水
飼
い
、
飼
い
付
け
で
約
一
時
間
。
其
の
後
朝
食
前
の

リ
ン
チ
、
初
年
兵
は
馬
よ
り
価
値
が
無
い
と
上
等
兵
は
言
う
。

馬
は
兵
器
、
兵
隊
は
消
耗
品
で
あ
る
。

日
課
は
、
朝
、
馬
の
手
入
れ
、
四
十
一
年
式
山
砲
の
手
入
れ
、

三
十
八
年
式
歩
兵
銃
の
手
入
れ
、
兵
舎
外
の
清
掃
、
訓
練
学
課
、

食
前
・
食
後
・
消
燈
前
の
リ
ン
チ
、
夜
は
不
寝
番
と
全
く
寝
る

時
間
が
少
な
い
。
そ
の
上
四
六
時
中
空
腹
で
あ
る
。
夕
食
時
は

毎
日
の
如
く
飯
を
前
に
飾
っ
て
正
座
で
リ
ン
チ
で
あ
る
。
点
呼

五
分
前
位
に
ま
た
リ
ン
チ
で
あ
る
。

や
っ
と
食
事
に
あ
り
つ
く
、

喰
う
時
間
は
一
分
位
。

点
呼
後
や
れ
や
れ
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
へ
上
等
兵
が
、
舎

後
（
兵
舎
の
後
）
の
整
列
を
呼
び
掛
け
る
。
就
寝
前
で
服
は
着

て
い
な
い
、
襦
袢
袴
下
（
シ
ャ
ツ
と
ズ
ボ
ン
下
）
一
枚
で
震
え

な
が
ら
リ
ン
チ
を
う
け
る
。
三
月
と
は
い
え
雪
が
ち
ら
つ
き
非

常
に
寒
い
、
訳
の
わ
か
ら
ぬ
事
を
言
っ
て
消
燈
ま
で
リ
ン
チ
で

あ
る
。
滅
私
奉
公
の
覚
悟
で
入
隊
し
た
が
、
余
り
の
リ
ン
チ
で

消
燈
後
初
年
兵
一
同
は
毛
布
を
か
ぶ
っ
て
男
泣
き
に
泣
く
。

日
本
帝
国
の
軍
人
精
神
を
育
て
る
た
め
と
は
い
う
が
、
半
分

は
上
等
兵
の
私
的
感
情
で
の
行
き
過
ぎ
で
心
身
共
に
疲
労
困
憊

で
あ
る
。

五
月
、
一
期
の
検
閲
も
終
え
、
こ
こ
で
は
じ
め
て
二
等
兵
と

し
て
認
め
ら
れ
各
班
に
配
属
さ
れ
る
が
、
此
処
で
も
初
年
兵
は

生
意
気
だ
と
、
ま
た
リ
ン
チ
で
あ
る
。

―
衡
陽
の
前
の
長
沙
攻
略
戦
も
大
へ
ん
で
し
ょ
う
。

よ
う
や
く
一
人
前
に
な
っ
た
初
年
兵
も
、
十
八
年
八
月
、
常

徳
作
戦
参
加
、
私
の
愛
馬
「
霜
榎
号
」
は
戦
死
、
五
ヵ
月
に
わ

た
る
作
戦
行
動
も
終
了
し
武
昌
付
近
に
駐
留
し
た
が
、
私
は
十



九
年
一
月
三
十
日
付
け
で
第
三
十
四
師
団
（
椿
兵
団
）
第
二
一

八
連
隊
に
転
属
と
な
っ
て
、
い
よ
い
よ
湘
桂
作
戦
が
発
起
し
た

わ
け
で
あ
る
。

五
月
二
十
九
日
の
新
市
攻
撃
で
は
、
我
々
歩
兵
砲
隊
で
は
相

当
の
死
傷
者
を
出
し
、
続
い
て
長
沙
対
岸
の
岳
麓
山
攻
撃
に
参

加
し
た
。
丁
度
、
内
地
の
梅
雨
の
よ
う
に
、
し
と
し
と
雨
が
降

っ
た
。
真
っ
暗
闇
の
中
を
砲
を
分
解
搬
送
し
て
ぐ
る
ぐ
る
山
の

中
を
回
る
こ
と
二
日
間
、
道
路
は
右
に
も
左
に
も
地
雷
が
埋
め

て
あ
る
。
先
頭
の
誰
か
が
地
雷
を
踏
ん
で
「
ド
ー
ン
」
と
地
響

き
が
す
る
。
兵
隊
二
・
三
名
が
吹
き
飛
ん
で
、
片
足
・
片
手
が

落
ち
て
来
る
と
い
う
困
難
な
進
撃
で
あ
る
。

六
月
十
五
日
牛
型
山
の
陣
地
に
夜
間
攻
撃
を
敢
行
、
遂
に
十

八
日
朝
、
岳
麓
山
を
占
領
し
長
沙
は
陥
落
し
た
。
重
砲
・
山
砲

・
機
関
銃
・
小
銃
や
資
材
な
ど
多
数
捕
獲
し
、
捕
虜
は
何
千
名

だ
っ
た
と
い
う
。

過
去
三
回
の
日
本
軍
の
長
沙
攻
撃
は
相
当
な
犠
牲
を
出
し
な

が
ら
三
回
と
も
失
敗
し
て
い
る
。

長
沙
の
中
国
人
も
中
国
軍
も
、

四
回
目
も
日
本
軍
は
敗
北
す
る
と
信
じ
て
い
た
に
違
い
な
か
っ

た
。

長
沙
駅
に
殺
到
し
た
市
民
が
、
列
車
の
屋
根
に
も
鈴
な
り
に

な
っ
て
避
難
す
る
風
景
を
見
な
が
ら
、
我
が
第
二
百
十
八
連
隊

の
砲
隊
も
、
非
戦
闘
員
に
撃
ち
込
む
こ
と
は
出
来
な
い
。
一
人

で
も
多
く
乗
り
、
一
分
で
も
早
く
列
車
が
発
車
す
る
こ
と
を
祈

る
の
み
だ
っ
た
。

長
沙
城
に
対
し
て
、
在
支
米
軍
機
二
、
三
十
機
が
連
日
爆
撃

し
、
無
傷
で
陥
落
し
た
街
は
二
日
間
で
廃
虚
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。私
た
ち
歩
兵
砲
隊
は
、
分
解
搬
送
で
鉄
道
線
路
に
沿
っ
て
、

次
ぎ
の
目
的
地
衡
陽
へ
と
進
撃
を
始
め
た
の
だ
が
、
線
路
の
両

側
の
馬
と
重
慶
軍
の
死
臭
が
鼻
を
つ
く
し
、
米
空
軍
機
の
機
銃

掃
射
を
執
拗
に
受
け
な
が
ら
、
泉
渓
市
と
い
う
所
に
突
入
す
る

こ
と
が
出
来
た
。

―
衡
陽
攻
略
は
湘
桂
作
戦
中
で
も
、
最
も
激
戦
で
、
第
一
次

・
第
二
次
・
第
三
次
と
あ
っ
た
の
で
す
が
、
各
兵
団
は
随

分
苦
戦
し
た
の
で
、
そ
の
状
況
を
。

昭
和
十
九
年
六
月
二
十
四
日
、
軍
公
路
を
強
行
軍
し
て
、
二

十
四
時
、
対
岸
の
衡
陽
城
は
炎
上
し
て
い
る
が
静
か
で
あ
る
。

歩
兵
の
一
個
小
隊
が
工
兵
の
舟
艇
で
渡
河
準
備
し
て
い
る
。
歩



兵
の
一
個
中
隊
は
既
に
ト
ー
チ
カ
攻
撃
し
て
い
る
が
抵
抗
激
し

く
攻
撃
が
進
捗
し
な
い
よ
う
だ
っ
た
。
こ
こ
で
砲
を
撃
っ
た
ら

敵
の
集
中
攻
撃
を
受
け
る
。
歩
兵
中
隊
に
早
く
後
退
す
る
よ
う

指
示
し
て
も
、
工
兵
隊
は
後
退
し
て
し
ま
い
、
渡
河
す
る
こ
と

が
出
来
な
い
。
こ
ち
ら
は
犠
牲
者
が
続
出
し
て
い
る
が
救
援
隊

も
来
ず
、
四
、
五
日
釘
付
け
で
や
っ
と
脱
出
に
成
功
し
た
。

六
月
二
十
八
日
、
敵
の
堅
固
な
ト
ー
チ
カ
へ
砲
を
撃
ち
込
ん

で
も
全
然
受
け
付
け
な
い
。

対
岸
の
敵
陣
地
か
ら
夜
明
け
と
共
に
、
重
慶
兵
が
一
、
二
人

ト
ー
チ
カ
を
出
て
湘
江
へ
水
を
吸
み
に
降
り
て
く
る
。
そ
の
ト

ー
チ
カ
を
よ
く
見
て
砲
を
射
ち
込
む
が
、
完
全
に
要
塞
化
さ
れ

受
け
付
け
ず
、
仕
返
し
に
十
数
発
射
っ
て
来
る
。

こ
ん
な
こ
と
が
四
、
五
日
続
い
た
が
、
我
が
方
の
弾
薬
は
後

方
か
ら
補
給
が
つ
か
ず
、
一
発
の
無
駄
も
出
来
な
い
。
対
岸
の

飛
行
場
は
占
領
し
た
が
、
日
本
機
の
着
陸
は
な
い
。
依
然
と
し

て
上
空
か
ら
は
米
空
機
が
離
れ
ず
攻
撃
し
て
く
る
。

七
月
の
あ
る
日
、
蒸
水
を
再
び
渡
河
し
て
重
慶
軍
特
火
点
を

急
襲
し
て
こ
れ
を
奪
い
取
り
、
遂
次
陣
を
攻
撃
す
る
が
、
守
備

兵
は
頑
固
に
抵
抗
し
て
前
進
が
出
来
な
い
。
弾
薬
は
射
ち
尽
く

し
て
し
ま
い
、
他
の
連
隊
と
弾
薬
の
貸
し
借
り
の
状
態
が
何
日

か
続
く
。

制
空
権
は
完
全
に
米
軍
に
握
ら
れ
、
丘
に
壕
を
掘
っ
て
こ
ち

ら
も
抵
抗
線
を
設
け
て
夜
に
な
る
と
そ
の
中
で
寝
る
の
だ
が
、

食
糧
は
な
い
。
夕
方
に
な
っ
て
背
後
か
ら
敵
は
迫
撃
砲
と
機
関

銃
の
集
中
射
撃
を
す
る
。
二
キ
ロ
程
後
方
の
山
の
斜
面
か
ら
敵

が
怒
濤
の
よ
う
に
攻
め
て
く
る
の
が
見
え
る
。
急
拠
、
山
砲
を

後
方
に
向
け
発
射
し
て
陣
地
を
撤
退
し
、
包
囲
し
て
来
た
重
慶

軍
を
蹴
散
ら
す
こ
と
三
日
間
、
や
っ
と
も
と
の
攻
撃
地
点
ま
で

進
出
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

―
今
ま
で
が
第
一
次
で
す
ね
。
第
二
・
第
三
次
の
攻
撃
に
つ

い
て
も
続
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

第
二
次
総
攻
撃
に
参
加
の
た
め
西
門
の
西
方
三
〇
〇
メ
ー
ト

ル
の
地
点
ま
で
は
突
進
す
る
が
、
敵
は
執
拗
な
抵
抗
で
死
守
し

て
い
て
、
衡
陽
城
は
陥
ち
な
い
。
た
だ
犠
牲
者
が
続
出
す
る
の

み
で
あ
る
。
食
糧
が
無
い
の
で
、
キ
リ
ス
ト
教
会
の
池
の
鯉
を

獲
り
、
三
日
間
も
主
食
代
り
に
食
べ
る
。
米
空
軍
は
落
下
傘
で

食
糧
・
弾
薬
を
連
日
投
下
し
て
い
る
か
ら
、
重
慶
軍
は
戦
力
が

衰
え
な
い
。
し
か
し
、
敵
・
味
方
の
戦
線
が
接
近
し
て
い
る
所



で
は
、
落
下
傘
が
日
本
軍
の
方
へ
落
ち
て
来
た
。
久
し
振
り
で

ア
メ
さ
ん
給
与
と
喜
ん
で
拾
っ
た
ら
機
関
銃
の
弾
で
一
同
が
っ

か
り
し
た
。
落
下
傘
は
絹
な
の
で
ぜ
い
た
く
な
タ
オ
ル
だ
と
、

お
互
い
が
分
け
合
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

食
糧
は
相
変
わ
ら
ず
何
一
つ
な
い
。
連
日
の
戦
闘
で
栄
養
失

調
や
、
マ
ラ
リ
ヤ
患
者
が
続
出
す
る
。
米
軍
機
は
陣
地
上
空
を

旋
回
し
て
、
日
本
兵
の
姿
が
一
人
で
も
見
え
れ
ば
機
銃
掃
射
の

雨
で
あ
る
。
そ
の
た
め
戦
死
す
る
者
も
多
か
っ
た
。
軍
服
は
ボ

ロ
ボ
ロ
で
乞
食
同
然
、
靴
は
穴
が
あ
き
、
止
む
を
得
ず
戦
死
者

の
少
し
で
も
ま
し
な
も
の
が
あ
れ
ば
、
着
替
え
た
り
、
履
き
替

え
る
日
が
続
い
て
い
た
。

我
々
の
砲
隊
は
、
何
時
の
間
に
か
、
私
の
古
巣
、
嵐
部
隊
の

第
百
二
十
連
隊
の
指
揮
下
に
入
っ
て
、
第
三
次
攻
撃
準
備
の
た

め
、
陣
地
移
動
を
行
い
、
ワ
ニ
高
地
と
い
う
岡
の
下
の
軍
公
路

に
到
着
し
た
。
そ
の
瞬
間
連
隊
長
は
戦
死
さ
れ
た
。
上
空
を
珍

し
く
も
友
軍
機
が
旋
回
し
て
い
る
の
で
誤
爆
さ
れ
て
は
と
思

い
、
大
急
ぎ
で
日
の
丸
の
旗
を
振
っ
て
友
軍
機
に
知
ら
せ
た
。

ワ
ニ
高
地
で
、
第
百
二
十
連
隊
歩
兵
砲
隊
の
旧
戦
友
と
逢
っ

た
時
は
、
お
互
い
に
皆
や
せ
衰
え
、
白
く
光
る
の
は
眼
だ
け
、

真
黒
な
顔
を
し
て
実
に
あ
わ
れ
な
姿
で
あ
っ
た
。
口
を
き
く
こ

と
も
出
来
ず
、
戦
友
の
話
も
聞
け
ず
、
目
と
目
で
の
合
図
の
み

の
悲
愴
な
■
迫
し
た
状
況
で
、
こ
れ
で
死
に
別
れ
を
し
た
者
も

い
た
は
ず
だ
っ
た
。
私
た
ち
の
砲
隊
は
直
ぐ
第
百
二
十
連
隊
の

左
翼
と
な
り
、
陣
地
を
攻
撃
す
る
が
、
敵
は
頑
強
に
抵
抗
を
続

け
前
進
は
困
難
だ
っ
た
。

八
月
七
日
夜
半
、
自
分
は
決
死
隊
の
一
員
と
な
る
。
手
榴
弾

一
発
と
短
剣
で
、
山
砲
は
分
解
搬
送
で
一
軒
の
寺
に
潜
伏
、

「
明
朝
の
総
攻
撃
の
準
備
を
せ
よ
。

」

と
命
令
が
下
達
さ
れ
た
。

「
敵
は
三
方
に
い
る
。
静
か
に
寺
に
砲
を
据
え
よ
、
他
に
歩

兵
一
個
小
隊
と
機
関
銃
一
個
小
隊
を
同
行
さ
せ
る
。
如
何
な
る

理
由
が
あ
ろ
う
と
も
帰
る
な
。

」

の
命
令
で
、
我
々
は
静
か
に
前
進
し
た
。

八
月
八
日
午
前
三
時
、
ど
う
や
ら
一
軒
の
寺
に
■
り
着
い
た
。

砲
身
の
所
の
煉
瓦
を
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
崩
す
、
作
業
中
の
捕
虜

は
敵
に
見
つ
か
り
狙
撃
さ
れ
、
何
人
か
が
死
ん
だ
。
窓
の
外
の

立
ち
木
を
切
ら
せ
た
捕
虜
も
、
自
分
達
の
仲
間
に
狙
撃
さ
れ
三

人
死
ん
で
し
ま
っ
た
が
、
こ
れ
で
や
っ
と
攻
撃
準
備
が
完
了
。



後
は
通
信
隊
よ
り
の
総
攻
撃
命
令
を
待
つ
の
み
と
な
っ
た
。

夜
が
白
々
と
明
け
て
来
た
。
寺
の
前
で
は
歩
兵
の
決
死
隊
の

小
隊
長
が

「
日
本
軍
人
と
し
て
花
と
散
る
の
は
今
で
あ
る
。

」

と
悲
愴
な
訓
示
を
し
て
い
た
。
山
砲
は
零
距
離
射
撃
（
弾
が
砲

口
を
出
る
と
す
ぐ
直
前
で
破
裂
す
る
。

）
で
弾
薬
は
百
発
位
、

信
管
を
つ
け
て
待
っ
た
。

午
前
五
時
、
い
よ
い
よ
命
令
下
達
、
第
一
発
射
、
第
二
発
射

と
次
々
に
撃
ち
ま
く
っ
た
。
敵
が
塹
壕
よ
り
は
い
登
り
、
丘
に

上
が
っ
て
敗
走
す
る
と
こ
ろ
を
、
我
が
機
関
銃
の
乱
射
で
敵
は

狼
狽
す
る
。
歩
兵
の
決
死
隊
は
銃
剣
突
撃
で
突
進
す
る
。
難
攻

不
落
の
衡
陽
の
陥
落
は
目
前
に
迫
り
、
将
兵
一
同
歓
声
を
上
げ

た
。そ
の
時
、
突
然
ド
カ
ン
と
大
音
が
し
た
。「
ガ
ス
・
ガ
ス
」

と
叫
ぶ
の
が
聞
こ
え
た
。
何
処
か
ら
か
敵
は
ガ
ス
弾
を
我
が
砲

側
に
撃
ち
込
ん
だ
。
そ
の
時
、
兵
三
、
四
名
戦
死
と
重
傷
で
あ

っ
た
。
機
関
銃
小
隊
長
は
戦
死
し
た
。
自
分
は
丁
度
、
砲
側
を

離
れ
て
弾
薬
を
取
り
に
行
っ
た
た
め
、
一
瞬
の
こ
と
で
助
か
っ

た
。

丘
の
上
に
日
章
旗
が
翻
っ
た
の
は
、
六
月
二
十
二
日
以
来
四

十
何
日
か
目
、
衡
陽
は
遂
に
陥
落
し
た
。
想
像
に
絶
す
る
悪
戦

苦
闘
の
毎
日
だ
っ
た
が
、
や
っ
と
陥
落
し
て
、
こ
の
時
は
さ
す

が
に
将
兵
皆
感
涙
の
一
時
だ
っ
た
。
敵
な
が
ら
天
晴
、
良
く
死

守
し
た
も
の
だ
。

我
が
部
隊
員
は
約
半
数
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

敵
捕
虜
は
大
西
門
の
軍
行
路
を
八
列
と
も
十
列
と
も
い
え
ぬ

縦
隊
で
、
両
手
を
上
げ
て
続
々
と
降
伏
し
て
来
た
。
捕
虜
の
員

数
を
点
検
し
ろ
と
命
令
を
受
け
た
が
、
敵
も
相
当
苦
戦
し
た
ら

し
く
、
私
物
一
つ
持
っ
て
お
ら
ず
丸
裸
同
然
で
実
に
あ
わ
れ
な

姿
だ
っ
た
。
軍
公
路
の
広
場
へ
出
来
る
だ
け
ま
と
め
て
お
け
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
約
七
千
八
百
名
位
だ
っ
た
か
と
記
憶
し

て
い
る
。
そ
の
時
、
米
空
軍
機
の
機
銃
掃
射
で
何
十
名
か
の
捕

虜
が
死
に
、
気
の
毒
に
思
っ
た
。（
今
ま
で
の
味
方
に
射
た
れ

た
訳
）
―
衡
陽
の
重
慶
第
十
軍
々
司
令
は
方
先
覚
将
軍
だ
っ
た
の
で

す
が
四
十
七
日
間
守
っ
た
と
、
重
慶
側
の
手
記
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
後
第
二
百
十
八
連
隊
と
貴
方
は
ど
う
な
り
ま
し

た
か
。

衡
陽
が
陥
落
し
て
か
ら
、
私
は
連
隊
の
軍
医
に
呼
ば
れ
、



「
貴
様
は
こ
れ
以
上
部
隊
と
行
動
を
し
た
ら
命
が
な
い
。
今

日
只
今
よ
り
後
退
せ
よ
。

」

と
命
ぜ
ら
れ
た
。
其
の
時
の
自
分
の
姿
は
、
こ
れ
以
上
痩
せ
ら

れ
な
い
位
栄
養
失
調
で
眼
は
く
ぼ
み
、
急
に
歩
行
困
難
な
状
態

に
な
っ
て
い
た
。
後
退
の
道
中
、
道
の
両
端
に
負
傷
者
の
う
め

き
声
、
傷
口
に
は
蝿
と
蛆
虫
が
一
杯
で
あ
る
。
何
と
か
助
け
た

く
て
も
自
分
自
身
も
心
身
共
に
疲
労
困
憊
で
、
た
だ
一
心
に
野

戦
病
院
に
■
り
つ
く
の
が
精
一
杯
で
あ
っ
た
。

や
っ
と
後
退
し
附
近
の
一
軒
家
に
収
容
さ
れ
た
。
こ
れ
が
野

戦
病
院
で
あ
る
。
入
口
で
部
隊
名
と
現
住
所
・
本
籍
地
を
書
く

だ
け
で
、
水
一
杯
も
呑
ま
せ
て
く
れ
な
い
。
勿
論
、
薬
と
か
負

傷
者
の
治
療
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
た
だ
、
土
間
に
ご
ろ
寝
で
あ

る
。
負
傷
者
の
傷
に
蛆
が
わ
い
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
死
を

待
つ
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

一
日
目
に
兵
一
人
が
死
ん
だ
。
残
っ
た
五
人
力
を
合
わ
せ
て
、

何
と
か
食
糧
調
達
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
歩
行
困
難
者
ば

か
り
で
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
そ
の
中
で
元
気
の
あ
る

兵
二
人
で
、
五
人
分
の
食
糧
を
徴
発
す
る
の
で
あ
る
。
い
ざ
る

様
に
し
て
近
く
の
田
圃
へ
行
き
稔
っ
た
稲
穂
を
や
っ
と
取
っ
て

帽
子
の
中
に
入
れ
、
一
日
に
二
人
が
か
り
で
二
合
程
の
米
を
作

る
。
こ
れ
を
塩
気
の
な
い
オ
カ
ユ
に
し
て
患
者
五
人
で
分
け
て

食
べ
た
。
僅
か
二
合
程
の
カ
ユ
を
作
る
こ
と
が
患
者
に
と
っ
て

は
重
労
働
で
あ
る
。
そ
の
日
、
ま
た
一
人
死
ん
で
残
り
は
四
人

と
な
っ
た
。

自
分
は
十
日
程
後
、
前
線
へ
弾
薬
輸
送
に
来
た
自
動
車
が
後

方
へ
補
給
に
帰
る
時
、
幸
に
便
乗
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
夜
間
は

ラ
イ
ト
を
消
し
て
の
後
退
で
あ
る
。
軍
公
路
は
ゲ
リ
ラ
に
よ
っ

て
切
断
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
落
ち
込
ん
だ
ら
前
進
も
後
退
も

出
来
な
く
な
る
。
そ
の
う
え
、
米
軍
機
が
執
拗
な
ば
か
り
機
銃

掃
射
す
る
。

自
動
車
の
後
退
も
困
難
で
、
衡
山
を
経
て
易
俗
河
ま
で
、
昼

間
は
山
中
に
か
く
れ
、
食
糧
調
達
す
る
が
、
食
糧
ら
し
い
物
は

な
い
。
ニ
ラ
を
取
っ
て
ゆ
で
て
塩
な
し
の
主
食
（
岩
塩
も
貴
重

品
で
仲
々
手
に
入
ら
な
い
）

。
な
つ
め
を
取
っ
て
食
べ
て
、
ど

う
に
か
一
週
間
後
、
易
俗
河
に
到
着
し
た
。

こ
こ
で
は
じ
め
て
衛
生
兵
の
指
示
に
従
い
、
少
量
の
米
食
に

あ
り
つ
く
こ
と
に
な
る
。
一
週
間
休
養
後
、
ヂ
ャ
ン
ク
船
に
患

者
六
名
乗
り
、
夜
間
に
湘
江
を
帆
を
揚
げ
て
出
航
す
る
。
昼
は



河
岸
に
ひ
そ
み
、
夜
航
行
の
繰
り
返
し
で
あ
る
。
長
沙
ま
で
一

人
、
洞
庭
湖
に
入
っ
て
ま
た
一
人
死
亡
す
る
。
二
人
の
遺
体
を

湖
畔
の
砂
浜
に
埋
め
、
髪
と
貴
重
品
を
遺
品
と
し
、
草
花
を
立

て
、
僅
か
な
煙
草
を
線
香
が
わ
り
に
燃
や
し
、
戦
友
の
冥
福
を

祈
っ
た
。
次
ぎ
に
死
ぬ
の
は
誰
だ
ろ
う
か
、
お
互
い
に
心
の
中

で
思
い
な
が
ら
顔
を
見
合
わ
せ
て
目
を
閉
じ
て
し
ま
う
。

―
よ
う
や
く
、
日
本
軍
の
原
駐
地
に
た
ど
り
着
い
た
わ
け
で

す
が
、
作
戦
中
は
、
患
者
収
容
所
も
野
戦
病
院
も
兵
站
病

院
も
、
そ
の
様
な
状
能
で
し
た
。

入
院
さ
せ
て
も
、
返
っ
て
伝
染
病
に
か
か
り
死
亡
す
る

者
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
は
ど
う
な
り
ま
し
た

か
。

衡
陽
出
発
以
来
二
十
五
日
、
ど
う
や
ら
岳
州
に
到
着
し
た
。

四
、
五
日
休
養
し
列
車
で
武
昌
に
到
着
し
た
。
武
昌
駅
ホ
ー
ム

に
は
、
在
留
邦
人
の
愛
国
婦
人
会
と
白
衣
の
看
護
婦
が
、
我
々

患
者
一
同
に
「
御
苦
労
様
・
御
苦
労
様
」
と
迎
え
て
く
れ
た
。

約
二
年
振
り
に
日
本
の
婦
人
を
見
て
、
嬉
し
い
や
ら
有
難
い
や

ら
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
だ
っ
た
。
ホ
ー
ム
で
先
ず
砂
糖
水
一

ぱ
い
と
蜜
柑
の
缶
詰
を
少
々
、
そ
の
場
で
食
べ
さ
せ
て
く
れ
、

実
に
有
難
か
っ
た
。

救
急
車
で
武
昌
第
一
陸
軍
病
院
に
到
着
、
全
部
裸
に
な
り
下

着
・
白
衣
と
一
切
着
替
え
さ
せ
ら
れ
た
。
軍
医
は
「
野
戦
か
ら

病
院
に
到
着
し
た
晩
は
、
や
れ
や
れ
と
思
い
気
の
ゆ
る
み
か
ら

半
分
は
死
ん
で
し
ま
う
。

入
浴
し
た
い
だ
ろ
う
が
今
晩
は
禁
ず
。

気
を
し
っ
か
り
持
て
。

」
と
訓
示
さ
れ
た
。

四
月
以
来
半
年
の
間
、
着
の
み
着
の
ま
ま
の
野
戦
生
活
で
、

入
院
し
て
日
本
軍
人
の
有
難
さ
を
し
み
じ
み
と
身
に
し
み
て
感

じ
た
。
そ
れ
か
ら
各
病
院
に
後
送
、
休
養
を
さ
せ
ら
れ
つ
ゝ
徐

州
近
く
の
陸
軍
病
院
で
さ
ら
に
三
ヵ
月
静
養
、
全
快
し
、
や
っ

と
退
院
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

そ
れ
は
昭
和
二
十
年
二
月
の
初
め
で
、
退
院
と
同
時
に
武
昌

の
留
守
部
隊
を
追
及
し
、
武
昌
警
備
三
ヵ
月
。
戦
局
悪
化
の
た

め
、
中
支
軍
主
力
は
、
中
国
大
陸
の
上
海
付
近
へ
の
連
合
軍
上

陸
を
予
想
し
、
戦
闘
準
備
に
移
る
こ
と
に
な
っ
た
と
聞
く
。
本

隊
の
第
二
一
八
連
隊
は
江
西
省
九
江
の
南
西
の
田
舎
町
へ
駐
留

し
た
の
で
、
よ
う
や
く
合
流
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

終
戦
時
の
思
い
出
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
私
達
は
、
連
隊
本
部

付
近
の
丘
の
上
で
分
■
勤
務
を
し
て
い
た
が
、「
日
本
が
負
け



た
」
の
ニ
ュ
ー
ス
が
入
り
、「
そ
ん
な
筈
は
な
い
」
と
お
互
い

信
じ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
敵
将
が
本
部
の
歩
■
線
を
突
破

し
、
我
々
の
部
隊
兵
と
武
器
弾
薬
を
即
時
渡
せ
と
言
う
。
連
隊

長
は
、
「
負
け
た
と
は
い
え
、
日
本
帝
国
軍
人
で
あ
る
。
派
遣
軍
の

命
令
無
い
限
り
渡
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
若
し
不
服
な
ら
こ
こ

で
貴
殿
の
部
隊
と
今
か
ら
一
戦
を
や
る
」

と
力
を
い
れ
述
べ
た
と
こ
ろ
、
敵
将
校
は
す
ご
す
ご
帰
っ
て
い

っ
た
そ
う
だ
。
こ
れ
は
共
産
軍
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

駐
留
地
の
敵
の
状
況
に
不
穏
の
動
き
が
あ
る
の
で
、
連
隊
は

こ
の
街
を
撤
退
す
る
。
予
想
の
よ
う
に
、
背
後
か
ら
送
り
狼
の

よ
う
な
部
隊
が
追
尾
し
て
く
る
。
常
徳
作
戦
撤
退
と
同
じ
繰
り

返
し
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
落
伍
者
二
十
五
名
程
が
敵
に
拉
致

さ
れ
た
ら
し
い
。
こ
の
部
隊
は
毛
沢
東
の
共
産
軍
部
隊
（
新
四

軍
？
）
ら
し
い
。
あ
の
時
、
連
隊
長
が
毅
然
と
し
て
、
敵
の
申

し
入
れ
を
拒
否
し
な
い
で
、
兵
や
兵
器
を
渡
し
て
い
た
ら
、
今

頃
は
毛
沢
東
の
兵
と
な
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

以
後
、
南
京
ま
で
行
軍
、
中
国
将
兵
や
良
民
と
の
交
流
や
、

不
良
中
国
兵
の
略
奪
な
ど
、
敗
軍
の
兵
と
し
て
い
ろ
い
ろ
忘
れ

ら
れ
な
い
経
験
を
し
て
、
上
海
出
帆
は
二
十
一
年
二
月
だ
が
、

何
処
の
港
に
着
く
か
不
安
の
日
々
で
あ
っ
た
。

四
日
目
の
朝
、
甲
板
上
よ
り
島
々
が
見
え
る
、
松
の
木
が
あ

る
。
間
違
い
な
く
日
本
で
あ
る
。
皆
甲
板
上
で
抱
き
合
っ
て
泣

い
て
喜
ん
だ
。
顧
み
て
三
年
三
ヵ
月
に
な
る
。
毎
日
夢
見
た
祖

国
日
本
、
九
死
に
一
生
を
得
て
の
帰
国
、
そ
の
感
激
は
一
生
忘

れ
ら
れ
な
い
。

二
月
十
日
、
無
事
佐
世
保
港
に
上
陸
、
復
員
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
は
じ
め
に
申
し
た
通
り
、
三
年
余
の
中
国
戦
線
で
の
体

験
の
中
、
蒋
主
席
の

「
以
徳
報
怨
の
精
神
、
慈
悲
に
し
て
寛
大
な
る
精
神
」

が
中
国
国
民
一
人
一
人
に
脈
々
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
感
を
持

っ
て
い
る
。

初
陣
の
常
徳
作
戦
　 

三
重
県
　
浜
口
敬
治
郎
　 

私
が
久
居
の
連
隊
に
入
隊
し
た
の
は
、
昭
和
十
七
年
の
暮
も




